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世界の｢ＡＩＯＩＹＡＭＡ｣プロジェクト推進のための提案書 

 

 市民の合意形成を図るために、「なぜ道路をつくらないと決めたのか」の説明を

意見交換会などの場で行うよう、提案いたします。 

 

私たちは「道路廃止・緑地追加」の都市計画変更を支持します。 

この立場から、「説明会」「意見交換会」に積極的に参加してきました。私たちとは

違う意見にも、あらためて注意を傾けています。 

 

これまでのところ、名古屋市は、道路建設から廃止への方針転換の理由を充分に説

明できておりません。「緑地基本計画の素案」の中に盛り込まれた、「園路」にしても

「ふれあいの丘」にしても、市民への「方針転換の理由説明」を回避するところから

生じたものと、私たちはとらえています。 

 

道路計画から半世紀以上経過し、情勢・状況が変化したことを明らかにすること。

名古屋市のような大都会に残った樹林地の大切さを語りかけること。そのようにして、

地元はじめ広く市民の理解を得ようと努めないのはなぜでしょう。 

 

 加えて、道路工事中止から 10 年以上、市長表明から 4年半以上、市民への説明を

ほとんど為してこなかったことが、多くの混乱を生みだしています。たとえば、市の

方針の再転換を憶測したり、行政への不信がつのったりしています。 

 

プロジェクト検討会議発足以降も、幾多の労苦が重ねられてきたと推察いたします。

それらをムダにしないためにも、ここで出発点を振り返っていただきたく思います。 

「理由は、根本的には、ＥＳＤもありましたし、どっちかというと産業優先で道路

をバカバカ造ってきた名古屋のまちに、自然を大事にしようという精神でいこうと。 

それが根本です」 

   （名古屋市ホームページ｢平成 26年 12月 26日 市長年末記者会見｣より） 

 

名古屋市に期待したい市民に、正面から向き合ってくださいますよう、お願いいた

します。 

以上 


